
分野

地上観測機器

発表形式 (該当するものに○)

a . 口頭講演

b . ポスター講演 (口頭有)

c . ポスター講演 (口頭無)

k

講演者名 (漢字、外国人は半角アルファベット)

小山 泰弘

姓 (ひらがな、外国人は半角アルファベット)

こやま

名 (ひらがな、外国人は半角アルファベット)

やすひろ

講演者所属 (大学名と学部名)

通信総合研究所鹿島宇宙通信センター

会員種別 (該当するものに○)

正会員・準会員・非会員

�



�
	

会員番号 3239

連絡先

Phone：0299-84-7143

F a x：0299-84-7159

Email：koyama@crl.go.jp

住 所：茨城県鹿嶋市平井８９３－１

旅費の補助

学生正会員で、2000年度会費を納入済み

の方のみ、旅費の補助がうけられます。

旅費補助希望 無・有k

出発地 (希望者のみ)

地上観測機器 (電波、ＶＬＢＩ) 日本天文学会

2000年秋季年会

ＶＬＢＩ標準インターフェース（VSI-H）

小山泰弘、近藤哲朗、中島潤一、関戸衛（通信総研鹿島）、木内等（通信総研）、川口則幸（国
立天文台）

国際ＶＬＢＩ事業（ＩＶＳ）では、さまざまな観測装置の間の互換性を最大限確保することを目的として、Ｖ
ＬＢＩ標準インターフェース（ＶＳＩ）の仕様制定をすすめている。これまで、ＶＳＩのうちのハードウェア部
分（ＶＳＩ－Ｈ）の仕様がほぼ確定したので、その概要について報告する。
これまで、ＶＬＢＩ観測に使用される観測装置は、相互互換性についてあまり調整が行われないまま開発が進
められてきたため、異なる観測装置を用いた観測には多くの制限があり、貴重な観測局のリソースを有効に活用
することを妨げる要因となっていた。このような状況を解決するためには、データ伝送に関して一定のルールを
取り決め、観測データを異なるメディア間でコピーしたり、異なる装置を接続した相関処理を実現できるように
しておく必要がある。ＩＶＳは、１９９９年に国際的な測地・位置天文ＶＬＢＩの研究協力を推進するために設
置された国際機関であるが、その活動の一貫として発足当初からＶＳＩの仕様制定の努力が続けられており、日
本からは通信総合研究所と国立天文台の研究者が議論に参加してきた。
本インターフェースの基本構造は３２並列度のパラレルデータ、クロック信号、データのエポックを厳密に決め
る１秒パルス、シリアル形式の時刻符号、及び付随するアトリビューションからなっており、ＡＤサンプラやディ
テクタなどの上流フロントエンドから、単一方向にストリームを形成する観測装置の連続信号を扱うのに最適化さ
れたインターフェースとなっている。またこれら信号にはこれまで多用された ECLに代わって LVDSと呼ばれる
低電圧並行伝送が採用され、比較的長い距離の伝送を試みるものになる。また、ＶＬＢＩ観測のみではなく大量の
時系列データを扱う科学観測に普遍的に利用することができるよう配慮されているので、さまざまな分野で利用
できるものと期待される。仕様の詳細については、http://www.crl.go.jp/ka/radioastro/tdc/ivs/vsi/index-j.html
で内容を公開しているので、参照されたい。


